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1. はじめに 

国内の特徴的な文化が花開いた江戸時代の生

活を知ることは、日本人としてのアイデンティ

ティを確立する上で重要である。しかし、歴史

に関する予備知識のない状態でこれを学ぶこと

は難しい。そこで、本研究では、浮世絵とその

解説を提示する手法を取り、専門知識がなくと

も江戸時代の生活文化を学習できるシステムを

提案した。本システムでは、江戸庶民の生活の

様子を描いた画像資料として浮世絵を扱い、描

かれている事物の背景情報を入門向けの図書[1]

のように加えることで、非専門家にも理解しや

すい形で江戸時代の生活を伝えることを目標と

した。そのために、日常に関するテーマを設定

し、ストーリーをつけてそれに当てはまる浮世

絵を提示した。また、先行研究の知見[2]を活か

し、浮世絵内で部分ごとに解説を付与した。ま

た、利用者が自由に浮世絵を拡大・縮小できる

機能を設けた。 

 

2. システム 

本システムは PC のブラウザで見ることを想定

し、HTML 形式で作成した。本システムでは、江

戸時代の「旅」「商売」「女性」という 3 つの

テーマを設定し、関連する浮世絵を各 4 枚提示

した。図 1 にシステム構成を示す。利用者は最

初にテーマを選択し、導入文を読む。次に、1 枚

目の浮世絵の導入文を読み、浮世絵の鑑賞画面

に移動する。鑑賞画面では浮世絵の上に置かれ

た枠をクリックし、表示される解説を読む。③

～⑥を４回繰り返したら、最後に振り返りの画

面に進む。 

 
図 1 システム利用の流れ 

 

テーマの導入文(②)ではこれから扱う浮世絵

の共通点と、学べる内容についての問いかけを

記した。浮世絵の導入文(③)ではテーマを通し

て伝えたい内容を紹介した。例として、図 2 に

示した「旅」のテーマでは 4 枚の浮世絵で旅程

を表現していることを伝え、江戸時代の街道や

旅の事情について導入文で説明した。日常や義

務教育範囲の知識で理解できる内容を目指した。 

 
図 2 テーマの導入画面 

 

浮世絵の鑑賞画面(④、図 3)では、左側にタ

イトル・絵全体の解説文と、「ポイント一覧」

を置いた。右側には浮世絵のビューワを設置し

た。ビューワではマウスのスクロールで画像を

拡大・縮小することができる。また、浮世絵上

に特定の部分を囲む枠があり、クリックすると

その事物についての解説を読むことができる。

画面左側の「ポイント一覧」はそれらを切り抜

いた一覧であり、画像をクリックすると、ビュ

ーワ上で対象の部分が拡大表示される。このよ

うな拡大機能は、既存の浮世絵解説ウェブサイ
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トにはない場合があるが、本システムでは浮世

絵を細部まで観察するために設けた。 

 

 
図 3 浮世絵の鑑賞画面 

 

ビューワには、人文学オープンデータ共同利

用センターが作成した IIIF Curation Viewer を

使用した。IIIF に準拠した画像ビューワに標準

搭載されている拡大機能や注釈の付与機能に加

え、複数の資料から画像の一部を切り取り、収

集し、任意の順序で閲覧できる独自の「キュレ

ーション」機能[3]を備えている。本システムで

は「ポイント一覧」の作成に本機能を用いた。 

振り返りページ(⑦)では、浮世絵４つのビュ

ーワを表示し、解説を再度見られるようにした。 

 

3. 実験と結果 

筑波大学の日本史専攻ではない学生 10 名を対

象に、本システムの評価実験を行った。システ

ム使用前に、浮世絵に関する前提知識や美術鑑

賞の経験についてのインタビューを行った。次

に実験協力者間の知識量を揃えるため、ウェブ

サイト「日本⽂化いろは事典」に含まれる浮世

絵の解説[4]の通読と、知識量を確認するための

インタビューを行った。その後システムを使用

してもらい、使用中の発話を促した。発話が少

なかった実験協力者については、後ほど振り返

りを行った。これらの発話内容と、使用中にク

リックされたポイント・使用された機能を手書

きで記録した。最後にインタビューを行った。 

使用前のインタビューの結果、今回の実験協

力者全員が美術に興味がある一方で、浮世絵は

自発的には見ないことがわかった。システムに

ついては拡大機能が全員に利用されていること、

各実験協力者が平均約 90%の解説をクリックして

いることがわかった。システムの使用中には、

解説から新しく知った情報についての発話、既

存の知識から発展した気づきの発話、疑問点の

発話が多く見られた。これらは約半数が部分ご

との解説の内容から読み取られた内容だった。 

 

4. 考察 

実験結果から、部分ごとに解説を提示する機

能で、浮世絵を普段は見ない利用者にも浮世絵

の細部を見てもらうことができ、江戸時代の生

活文化の知識を伝えられたと考えられる。さら

に、既存の知識をもとにして見ることも促せた

といえる。一方で地理的な前提知識についての

疑問も生じていたので、地図や現代の写真を載

せるなどの工夫が必要であったと考えられる。 

また、最も印象に残った絵における気になっ

た点を聞いたところ、解説文になかった部分も

挙げられた。部分ごとの解説から発展して自身

の疑問を持つことに繋がったと考えられる。 

システム面では振り返りページについて、同

一テーマの４枚の絵を一度に見ることができる

点が評価された。また、導入文から新しく知っ

た情報についての発話も多く見られた。テーマ

を設定した意義があったと考えられる。 

 

5. おわりに 

 本研究では、予備知識の少ない人であっても、

江戸時代の生活文化を学べるシステムの作成を

目標とした。評価実験から、本システムによる

浮世絵と解説の提示によって、既存の知識をも

とに浮世絵を見て江戸時代の生活文化を知って

もらうことができ、本研究の目的は達成できた

と考える。今後は初学者がより深い知識を身に

着けることを目標とし、既存のデジタルアーカ

イブとの相互運用などを通して他の浮世絵との

関係性を示す機能をもつシステムを作成したい。 
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